
 
 
 
 
 
 

山家岩戸神楽【やまえいわとかぐら】 

・アクセス 
JR筑前山家より徒歩 20分 
山家小学校前バス停より徒歩 5分 
 
・周辺の観光 
五郎山公園、筑前山家宿跡、筑紫野市歴史博物館 
天拝山歴史自然公園 
二日市温泉藤まつり（4月）、天拝山観月会（9月） 
天拝山ロードレース大会（11月） 
物産産業まつり（11月） 
 
・近くの特産品 
ゆずこしょう、生姜の味噌漬、馬油 

【芸能の概要】 
 山家岩戸神楽は、約

いる。10 月 1 日に参道の鳥居に氏子が練りあげた大注連縄（おおしめなわ）をたてることから秋祭
りが始まる。同 12日に潮井取りなどの儀式を経て、17日の神楽奉納となり、全 18番の演目のうち
13番が奉納されている。  

 
【芸能の特徴】 
 今から 450 年前、弘治年間(1555 年頃)から伝わるもので、天の岩戸にこもった天照皇大神の前で
お神楽をかなで給うたことが始まり。 
 神官だけで奉納されていたが、明治維新以降、宮座の中から選ばれた 24人程で山家神楽社が結成。
第二次世界大戦により一時中断し、昭和 29年に復興された。平成 3年に神楽保存会がつくられ、18
名の会員で運営されている。 

 
【使用する祭具・道具など】 
 龍笛は 3人で奏されるが、吹き手の育成が今後の課題。 
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